
同位体比による農産物の
栽培法の判別

分析・計測

研究の内容

食品の表示の科学的な検証法の一つとして、農産物栽培中での有機資材（堆肥）や化学肥
料の使用の有無を判別できる技術の開発について、紹介します。

技術の特徴

（１）化学肥料だけ、有機資材だけでホウレンソウを育てるモデル栽培試験を行い、これらに
含まれる遊離グルタミン酸(Glu)と遊離アスパラギン酸（Asp）分子中の窒素の同位体比を、ガ
スクロマトグラフィーと同位体測定器を組合せた分析装置（GC/C/IRMS）で測定しました。

（２）その結果、同じ量の窒素肥料（25㎏N/10a）を与えた場合には、化学肥料のみ・化学肥料
と有機資材を半々の慣行・有機資材のみ施用、さらに有機資材を三倍施用の順に、ＧＣ／Ｃ
／ＩＲＭＳによる遊離Aspと遊離Gluのそれぞれのδ１５Ｎはプラス側に大きくなり、有機資材や
化学肥料の使用の有無を判定することができました。水耕栽培は化学肥料のみ施肥と同じ
水準でした。また、市販のJAS表示有機や減農薬表示のものでもかなりの有機資材が使われ
ていることが推測できました（図１）。

（３）JAS表示有機栽培野菜類の遊離AspとGluのδ１５Ｎは各作物での変位が大きく一定の傾
向は見い出せませんでした（図２）。

今後の展望

有機農産物の判別を行うには、それぞれの作物で有機資材の使用量が違うので、それぞれ
の作物毎の判別指標を決める必要がある。また、農薬使用の有無も判別指標なので、迅速
な農薬使用の判定技術も合わせて開発する必要がある。
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図２．有機野菜類の窒素同位体比
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図１．ホウレンソウの遊離Ｇｌｕの窒素同位体比
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